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1 はじめに

[1]によれば,今日の日本では数学を苦手とする学生が
増えている. そこで,本研究では,世界中に多くの IT技術
者を輩出し, 世界トップの IT技術国家と呼ばれるように
なったインドの数学教育方法に着目した.

本研究の目的は,インドの数学教育と日本の数学教育を
見比べ, 学生が数学に興味をもつきっかけを探り, 数学へ
の苦手意識を持たせない指導方法を考え, 教育の現場で活
かせるようにすることである. 具体的には, インドの数学
教育の特徴,日本とインドの数学カリキュラムの比較,イ
ンドと日本の進学率からみえる２国間の違い,いくつかの
インド式計算を研究し,それらの結果を卒業論文の第２章
から第５章の各章にまとめた.本稿では,それらの結果の
いくつかを抽出して述べる.

2 インドの数学教育の特徴

[1]では,インドの数学教育には,大きく３つの特徴があ
ると述べている．

1. 数のしくみの本質理解と計算の工夫

• 暗算力・概算力の重視

• 数の性質を利用した計算方法の工夫

• 桁のかたまりでの数の認識

• 10の累乗の補数の利用

2. 自分なりに考えて確認する習慣づけ

• 手を動かしながらの試行錯誤性の重視

• しるしをつけるなど,数えるための創意工夫

• 広さなどの量を具体的に視覚化

• 問題解決の一般的な方法

3. 数学の現実場面での活用

• お金など,身近な学習素材

• 興味を持ちやすい内容との関連づけ（ゲーム,音
階,暗号など）

上記の 2より,インドでは,子どもたちに粘り強く考え
させる指導を行っていることがうかがえる.また,上記の
3より,数学が現実場面でどのように活用されているのか
を知ることで,子どもたちは自然と数学に興味を持つよう
になると私は考える. 一方,[1]には,「大学入試はほとん
ど証明問題」とも書かれている.そのためにも,公式や法
則を成り立ちから考えさせることが重要であり,そこから
子どもたちに「考える力」を身に付けさせているのだと
思われる.

3 日本とインドの数学カリキュラムの比較

インドの義務教育は,６歳から１３歳までの８年間であ
る．初めの５年間が初等学校（日本では小学校に相当）,

そして後の３年間が上級初等学校（日本では中学校に相
当）となる．このことを踏まえ,本研究では [1],[3]に従っ
て内容を比較した．本稿では,上級初等学校 (中学校)に
ついてのみ述べる．
日本 (中学校)の数学カリキュラムの内容は,「数と式」,

「関数」,「図形」,「資料の活用」の４つの単元で構成さ
れる．インド (上級初等学校)の数学カリキュラムの内容
は,「数の体系」,「代数」,「比と比例」,「幾何学」,「測
定」,「データ処理」の６つの単元で構成される．これを
照らし合わせると,

　日本　　　―――　　　インド
「数と式」―――――「数の体系」,「代数」
「関数」――――――「比と比例」
「図形」――――――「幾何学」,「測定」
「資料の活用」―――「データ処理」
というように,対応している．
以下に「関数」,「比と比例」ついての概観を述べる.こ
の詳細及び他の３つの単元については卒業論文で述べた.

インドは日本に比べて比の概念を丁寧に学習する.そし
て,学年が上がるに連れ,パーセント,単利と複利,税金な
どの応用問題を扱いながら比や比例の概念を学んでいく.

ビジネス社会では,「前年比 20％増加」といった“変化
率”が重視されることが多い.そのことからも,「比と比
例」には実際にビジネスなどにおいて役立つ内容が多く
含まれていると考えられる.インドの中学２年生で学ぶ,

「パーセント」においては,日本と比べて違いが見られる.

4 進学率からみる２国間の違い

インドと日本の学習内容の違いは,進学率からくる可能
性もある. そこで,卒業論文では,この進学率の違いから,

２国間の教科書構成の違いを比較した.この節ではその概
観を述べる.

インドと日本の進学率を示す. 日本における進学率は,

高等学校進学率＝高等学校へ進学した人数中学校を卒業した人数 ,

大学・短期大学進学率＝大学・短期大学へ進学した人数高等学校を卒業した人数

から算出されるものである ([文部科学省, 学校基本調
査,2011]参照).

• インド ([JAPAN FUNDATION国際交流基金ホーム
ページ,2011]参照)

– 初等教育卒業率 (日本の小・中学校相当):89.8%

– 中等教育進学率 (日本の高等学校相当)：56.6%

– 高等教育進学率 (日本の大学・大学院相当)：11.4%

• 日本 ([文部科学省,学校基本調査,2011]参照)



– 中学校卒業率：ほぼ 100%

– 高等学校進学率：98.2%

– 大学・短期大学（過年度高卒者を含む）：56.7%

インドの中等教育への進学率はおよそ半分を占めるが,

高等教育進学率となると 11.4% と大きく下がってしまう.

つまり,インドでは中学校 (相当)を卒業すると,約半分の
生徒が働きに出るということが分かる.そのため,インド
で使われている中学校 (相当)の教科書には,生きていく
ため,働いていくために必要な“お金”に関する知識を詳
しく学習する分野がある.

5 インド式計算とは

日本の子どもたちが数学（算数）を苦手と思い始める
のが,小学５年生の小数の割り算であると言われる．その
理由のひとつに,商や余りの小数点の位置を考えることが
できず,桁をそろえられないというものがあった．日本に
おいてこのような「桁の間違い」が頻出しているが,イン
ドではあまりみられないという ([1]参照)．
インドの数学教育の特徴として１つ目に挙げた“数の
しくみの本質理解と計算の工夫”の中に,“桁のかたまり
での数の認識”とある．“桁のかたまりでの数の認識”と
はどういうことなのか,日よけブラインド方式の掛け算と
いう方式を例に挙げる ([2]参照). この方法は,桁数が多
くても,大きな数でも簡単に計算できるインド式計算であ
る.卒業論文では,他の方法も挙げて考察している.

「日よけブラインド方式」の手順 (34×76の場合)

手順１ 2桁どうしの掛け算の場合は右図のような 4マス
を用意する.そのマスの横と上に 34と 76を書きこ
む.そして,斜めに線を入れておく (図１参照).

図 1 ([手順１]の図)

手順２ 左上のマス（右図の太線部分）は 3×7＝ 21と計
算して,10の位の 2を対角線の上に,1の位の 1は対
角線より下に書く.他のマスにも計算した値を書き込
む (図２参照).

図 2 ([手順２]の図)

手順３ 右下から順番に斜めにある数を加えていく.繰り

上がる場合は,一つ上に繰り上がる数を足した数字を
書く (図３参照).

図 3 ([手順３]の図)

手順４ 出てきた数字を左上の数字から順番に並べてでき
る 2584が答えである.

この方法は,視覚的にとらえやすい.日本でよく使われる
筆算と考え方はほぼ同じだが, 書き方として違うところ
は,1000 の位,100 の位,10 の位,1 の位を線で区切ってい
るところである. また, 日本の筆算と日よけブラインド
方式といわれるインド式計算を見比べると, 答えを導く
までに書かれる数が違う. 日本の筆算では,34×6の答え
204,34×70の答え 2380(筆算において 0の表記は省略さ
れている)が書かれており,それらの答えを足して,34×76

の答えが導き出されている.インド式計算では,考え方と
して,30×70,4×70,30×6,4×6の順に計算され,それらの答
えを足して答えを導き出している.10 の位,1 の位を分け
て計算することによって,計算間違いは起こりにくくなる
と考えられる.日本の筆算において考えられるデメリット
でも挙げた「桁の間違いが起きやすい」ということもな
い.また,桁数が多いことへの苦手意識をなくすことと同
時に,桁への意識も高まると思われる. インド式計算の方
法だと,計算式は多くなり,図を書くという手間はかかる
が,計算間違いは起きづらい.

6 おわりに

本研究では,インドと日本の教育制度,カリキュラム,教
科書構成の比較をし,２国間の特徴の違いを見つけた.そ
の結果, インドの数学教育方法を日本の数学教育方法に
活用できそうな点も多く発見された.これから,教師とし
て指導していく際に,取り入れてみたいと思うところも多
く,改めてインド数学のおもしろさを知った.今回の研究
では,単元をひとつひとつ細かに比較できなかったが,数
学を子どもたちに教える側として,より多くのインド数学
にこれからも触れていきたい.
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